
ISSN 0910-8785

_

、

1,l
、

甲虫一ユース _

,
'

- -

° '

/-
.

一 ' No 98 June 1992

、 二 一

.、

, f COLEOPTERISTS' NEWS
オガサワラチャイロカミキリの帰属

新 里 達  也

小笠原諸島および琉球列島~九州大隅半島南部に
分布するオガサワラチャイロカミキリ Comusia
testacea (GREssITT) は, わが国に分布するカミキリ
ムシのなかでは, 典型的な束洋区系要素であり, 同
属の最北限種としても良く知られている. 本種は,
GREssITT(1937) により, 小笠原産の標本をもとに,
ヒゲナガコバネカミキリ族の新属新種 0gasaωara
testacea として記載命名され, 現在はインドシナ地
域に分布の中心を持つ Com-
usia属の一員として扱われて
いる. 本種,  というよりも, 本
種が含まれるComusia属につ
いては, その形態についての異
なる評価から,  これまでにいく
つかの分類学的見解が提唱され
てきた. 本文ではそれらの経緯
を整理するとともに,  オガサワ
ラチャイロカミキリの真の帰属
について検討したい.

Conusia属は,  ミンダナオの
C. obriumoides を基準種とし
て, THOMSON(1866) の提唱し
た「Xystroceritae」の一員とし
て創設された属である.  なお,
このXystroceri taeは, その後
に同 じ く THOMSON によ る
Methitae (1860, p 364) などと
併合され,  カミキリ亜科内の大
族であるァオスジカミキリ族
Methini (0emini) を構成して
いることは, 広く受入れられて

オスジカ ミ キリ族の属種を想起させる容姿を持って
いる.   しかしながら,  属の基準種である “oh-
n gmoides” (�ナミソ'アメイロカミキリに似た
意) の種小名を持ち出すまでもなく , その特異な形
態から所属についての異論は多く , 本属の異名とし
て記載された属には,   アメイロカミキリ族0briini
とする見解や, 前記のようにヒゲナガコバネカミキ
リ族Mo1orchi ni (現在のモモブトコバネカ ミキリ

族Stenopterini) の一員とする
意見も知られている.  このよう
な異論は, おもに成虫の難腹板
の形態に起因しており, 腹部第
4-5 腹板 (可視第2-3 腹板) の
各後縁に長毛列を備える形態か
ら,  アオスジカミキリ族のほか
のいかなる属種とも異なり,  こ
の二次性徴はむしろァメイロカ
ミキリ族やモモブトコバネカミ
キリ族に類縁を示す形態として
評価されてきたからである.  さ
らに, 前肢基節高の後縁が閉じ
る点も, この2 族に共通する特
徴として知られている.  このよ
うな過去の異なる扱いを, それ
ぞれ本属の異名として整理する
と次のようである.
Genus Comusia THoMsoN
Comusta THOMSON,   1866,  Sys t.

Ceramb., p 249; type species:
C. O m O eS THOMSON,
1966, Min da na o. Me thi ni

いる扱いである. 図 l・  COmuSla teStaCea(GRESSITT), ・              (x ystrocerl tae).
歴史的にみて, comusja属は,  先のTHOMSONの CioPera PAscoE. 1866, Zoo1. Soc. London, Proc., l866, P.
原記載の所属を踏襲しておおむねァオスジカミキリ 510; type Species: C deCo1o「ata PASCOE,  1866,

族に含められてきた.  確かに本属のカミキリムシ Penan9・ 0b「iini (0b「ii nae)・
、 、 , , . , _ Chat)aonPIc.1922,M6l exot. -ent.. 36,p 22; type species:は,  少なく ても背面力 'つ見る限りでは'  その体1形に c rufum p,c, lg22, Tonk jn undefjned

印象付け'つれるだけでなく' 頭部の触角高力、 り後方 Ogasaωara GREsslTT, lg37, Konty0, TokyO, l l, p.12,40;
に長く延びる内縁隆起や, 蝕角の基部数節が著しく type species: 0. testacea GREsslTT, lg37. Benin Is.
太いなどの特徴から,  アオスジカミキリ属Xyst「一 Mo1orchjn j
oceraやミヤマオニカミキリ属 0Ptatoceraなどのア Oemospi1oides FISHER, 1940, Ind. For. Rec. (n. ser ). Ent.,
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6, p. 197; t ype species: 0. benga lensis FISHER, 1940.
India. Methini (0emini).
一方, MARTINS( l977) は, さきに述べた雌腹部腹
板の構造にとくに着眼し, 具体的な根拠を背景とし
てはじめて, Comusia 属とそれに近緑な中央~南ア
フリカの0emida属とHypomares属をァメイロカ
ミキリ族に移動させ,  あわせて同族内にDuffyoem-
tda属を創設した.  ただ,  これより先に DUFFY
(1957) は, 幼虫の形態から 0emida属をァメイロカ
ミキリ族に移動させており, MARTINSの論文はそ
の見解を成虫の形態から要付けたかたちになる. つ
い最近まで,  これらの処置はわが国の研究者にはあ
まり受入れられておらず, 草間・ 高桑(1984) が「日
本産ヵ ミキリ大図鑑」 の解説中にわずかにコメント
しているに過ぎなかったが, SAITo(1991 ) は雌交尾
器の形態の観察から,  オガサワラチャイロカミキリ
はァオスジカ ミキリ族の 「アオスジカミキリやべ一
ツヤサカ ミキリの雌交尾器と著しく 異なり」,
「MARTINS(1977) の見解を支持する」 旨を述べてい
る.
上記の見解を多少繰返すようなかたちにはなる
が,  ここで改めて,  オガサワラチャイロカミキリの
形態的特徴について記載し, 比較検討してみたい.
オガサワラチャイロカ ミキリ Comusia testacea
(GREsSIrr)
Ogasaωara tes tacea GREsslTT. l937, Kontya, Toky0. 1 l,

第98 号 (1992 年6 月 )

p 321, fig 2; type locality: Kiyose, Is. Chichi-jima.
Benin Isis.

CioPera tes lacea: GREsslTT, 1959, Paci f. Ins.. l, p88.
Comusta testacea: HAYAsH1.1962, Ent. Rev. Japan, l5, p.

3, pl. 1, fig 3.

体は黄掲色~暗黄褐色で無紋, 体毛は短い. 頭部
は幅広く, 複眼は側方にほどよく張り出し, 触角高
はやや深い縦溝となり, 頭頂前方に達する. 触角は
長く, (fで体長の1.2 倍以上で, 第 l -5 節は太く,
各先端は膨らむ. 前胸背板は縦長で, 前後縁付近は
強く くびれ, 背面はほぼ平坦. 前肢基節高後方は背
板の伸張部が腹板突起に達し, 完全に閉鎖され, ま
た外方は開裂する. 上翅は平用で長い. 後翅は幅広
く基部内縁がえぐれることはない. 後用f脈Pcuは
肘脈中央基部よりから分岐し,  その分岐付近で第1
臀脈 tAt+2 と合流し, 第2 臀脈2A+第 l 臀脈1A3
と第3 臀脈3Aは中央付近で合流する. 翅垂脈 Jb
はよく発達する. 中胸腹板突起は幅広く, 中肢基節
高は中胸後側板に開く.
雄. 腹部第4-6 腹板中央付近にそれぞれ1 対の短
毛を伴う小隆起を持つ. 第 8 腹板先端中央はV字
状に深く開裂し, 同背板は両側は1 対の孤状の実起
を持つ. 交尾器中央片は孤状で, 腹板の先端は強く
膨らみ, 背板は先端部には届かない. 側片は融合し
て, 細長いへら状で, 先端部に短毛を備える.
雌. 腹部第3-4 節は幅広く, 第3 節は第4 節の2

図2~ l l・  COmuSta teStacea(GREsslTT). -2, 全形側面, c,フ';3, 頭部背面; 4, 後翅; 5, 前・ 中 腹面; 6, 腹部腹節, cl''; 7
同,  ♀;8, 腹部第8節腹面, c?'';9, 交尾器中央片, 先端背面; 10. 同側面; 11, f交尾器側片.
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倍以上の長さ. 腹部第4 節の後縁は弧状にえぐれ,
側方を除き長毛列を密に備え, 第5-6 節は著しく短
縮し, 後縁はゆるやかにえく'れ, 第5 節には長毛を
生する. 腹部第7 節は通常, 第8 節は外部に露出
し, 細長い.
検視標本.  7 , 2♀♀, 小笠原諸島父島,  VII.

1990羽化脱出, 15. VI. 1989 食入材採取, 大本徳造
採集. 屋久島大川林道: 1 , 24. VII i 975, 秋山秀雄

採集; 1cf, 27. VII i975, 分島徹人採集; l f, VII.
1975, 林良一採集;1 f,1 ♀,31. VII i976, 奥田良
秀採集.
形態の観察結果によれば,  MARTINS (1977) が
扱ったように, オガサワラチャイロカミキリはァメ
イロカミキリ族かモモブトコバネカミキリ族のいず
れか, あるいは両者に近縁な1 群に所属されるべき
であることがわかる. アオスジカミキリ族とは触角
高および触角の特徴で類縁を示すが, そのほかの多
くの基本的形質は,  この族とは異なっている.
オガサワラチャイロカミキリの後翅脈相は, 後肘
脈Pcuがほぼ完全で,   第1 臀脈 tAt+2 がよく発達
する状態から, カミキリ亜科のなかでは比較的祖先
的な状態を保っている.  このような翅脈相を持つ族
は多く,  トビイロカミキリ族やァメイロカミキリ
族, スギカミキリ族などと共通であり,  第1 臀脈
tAt.2や翅垂脈 Jbが消失傾向にあるモモブトコバ
ネカ ミキリ族とは異なっている. 一方, 胸部腹面の
構造では, 中肢基節高が外方に開く点だけをとるな
らば,  この部分が外方に閉じるァメイロカミキリ族
よりもむしろモモブトコバネカミキリ族に類緑が深
い.  しかしながら,  この形質の状態は, オガサワラ
チャイロカミキリとモモブトコバネカミキリ族が共
有する固有新形質ではなく, 速縁と思われるため
に,  ここでは比較対象にあげなかったカミキリ亜科
の他族にも, 普遍的にみられる状態である. また,
雄交尾器の一般的な特徴は, 融合した側片が存在す
ることから, アメイロカミキリ族では比較的祖先的
な状態を保っているムナミゾァメイロカミキリ属
0briumに共通する部分が多い.  この点では著しく
特殊化の進んだ中央片を持つモモブトコバネカミキ
リ族のモモブトコバネカミキリ属Mertonoedaなど
とは異なっている. また, 今回図示しなかった雌交
尾器については,  SAITo (1991) に詳細な記載があ
り, 斉藤 (私信) によれば, アメイロカミキリ族に
類縁が深いという.
最後に,  もっとも重要な特徴である, 難の腹部腹
板の構造は, アメイロカミキリ族とモモブトコバネ
カミキリ族やその近縁群に広く現われ,  これらとの
類縁性が強く支持される形質である. 北アメリカで
は, ァメイロカミキリ族の雌は,  この長毛を用いて
寄主植物上の座や細毛をかきあつめ, 産付後の卵を
隠遮する行動をとることが観察されており, おそら
く他族の難も同様の行動を行なうもの推測される.
ここで, 興味深いのは, オガサワラチャイロカミキ
リの雄の第4-6 腹板にあらわれる特異な構造であ
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る.  この構造は, 痕跡的ではあるが,  l 対の短毛を
伴う隆起として認められる.  この雄の形質は, 特殊
化した雌の第 4-6 腹板と同一部位に現われ, 明らか
に相同器官と思われる.  したがって,  このような腹
部第4-6 腹板にあらわれる構造は, 形質の発源状態
からみても, 単に雌の二次性徴ではなく,  これら近
縁群に共有の固有新形質であるものと考えられる.
ただし,  この形質は多くの場合は雄で退化し, 雌で
は産卵習性の複雑化に伴い発達している. そして,
オガサワラチャイロカミキリのような比較的祖先的
な形質を残すカミキリムシには, 雄においても認め
られるものと考えられる.
腹部第4-6 腹板に特異な構造を持つアメイロカ
ミキリとその近緑群は, 少なくとも, 汎世界的なァ
メイロカミキリ族をはじめ, モモブトコバネカ ミキ
リ族 (オーストリア区を除く全区), Hyboderini族
(全北区に固有) の3 族が知られるが,  それぞれに
ついて比較形態学的な検討は十分にされていないの
が現状である. たとえば,  ヨーロッパの研究者はモ
モブトコパネカミキリ族にHyboderini族を併合し
ているし,  Hyboderini族にしてもァメイロカミキ
リ族と異なるのは, 前肢基節高が後方に開く点だけ
である. ただし,  オガサワラチャイロカミキリは,
比較的祖先的な形質をとどめたカミキリムシである
ことから, 派生的なモモブトコバネカミキリ族など
とは異なり,  アメイロカミキリ族の祖先的な属と比

',目されるべきものと考えられる. すでに述べたよう
に, オガサワラチャイロカミキリにもっとも類緑が
深いのは, 中央アフリカの0emida属などの,  アメ
イロカミキリ族なかでは,  とくに体が大きく, 祖先
的な形質を持つ特異な1 群である. 形態的特殊化の
進んだことにより派生関係の探索が困難なァメイロ
カミキリ族群にあっては,  このような祖先形質を残
すカミキリムシが, 結構有益なヒントをわれわれに
与えてくれるようである.
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O Phacophaltus aat'ipennis (KRAATz) を愛知県で
探集 (ハネカクシ科)
本種は4.7~5.0 mmぐらいの中型のハネカクシ
である. 適当な和名はなく,  日本産昆虫総目録 I
(1989) では本州未記録になっている.
本種の採集者である間野隆裕氏は愛知県海部 ( ア
マ) 郡美和町にお住いで,  自宅に灯火採集装置を
セットし, 蛾の調査に専念しておられるが, 最近蛾
以外の昆虫, 特に甲虫を全て私に御想送下さった.
美和町は尾張沖積平野にある田園地帯で, 樹木とい
えば住宅の庭か, 寺社林しかない. 甲'11は130種灯
火に飛来していて, その中に8 頭の本種が含まれて
いた. 同定して下さった柴田泰利氏と, 標本を御恵
送下さった間野氏に, 感謝の意を表したい.

産地: 愛知県海部 ( アマ) 郡美和町篠田.
採集者: 間野隆裕, 灯火採集.
採集年月日: l 頭, 9. vii i981; 3頭, 11. vii i989;
2 頭, 21. vii i989; l 頭, 8. vii i990; 1 頭, 13. viii.
1990. (愛知県小牧市, 穂積俊文)
0オカモ トツヤァナハネムシの一知見
昨年 (1991 年) 6 月9 日に, 静岡県三ツ峰 (静岡
駅から安倍川沿いに梅ヶ島方面に向かい, 途中で左
折して大井川の井川方面に行くと富士見 へ出る.
こ の のすく南側が三ツ峰. 標高1,350 m) を初め
て訪れた際,  オカモトッヤァナハネムシを採集し
た.
今まで 者は富士山の静岡県側と山梨県側で1
頭ずつ偶然に飛んでいる本種を採集したことはあっ
たが, 今回はヒメシャラの50~60cmもある太い
生きている倒木の幹を這っている1 (f l ♀を採集し
た.
時刻は午前 l l 時半頃で,  さらに14 時頃もう一
度この木を見に行く と,  また l fが来ていたので,

第98 号 (1992 年6 月)
reproducti ve organs of cerambycid beet les from
Japan and the neighbouring areas.  Elytra, Tokyo,
l 9: l 67- 178.

THOMSON, M. J.. l866. Syst. Ceramb., 538 pp.
( (株 ) 環境指標生物)

この木に何らかの関係があることは間連いないもの
と思われる.
なお, 地元の虫屋によると,  ここでは本種は普通
に見られるとのことであった.
三ツ峰は狭い範囲ながらブナ,  リョウブ,  ヒメ
シャラ,  タンナサワフタギなどを主体にした自然林
が残されており, 各種の甲虫の採集に向いている.
この日もォカモトッヤアナハネムシのほか,  ネァカ
ツツナガクチキ, トゲムネッッナガクチキ,  ヨツモ
ンホソナガクチキ, オオナガクチキなど,  なかなか
得がたいナガクチキを採集することができた.

(神奈川県逗子市, 露木繁雄)
0東京都心部でクロカタ ビロオサムシを採集
グロ力タ ビロオサムシ Catoso;ma ma nmoωiczi

(MoRAwITz) は,  ブナの原生林,  自然度の高いクヌ
キー林等に生息し, 良好な自然環境の指標となり得る
種である. 本種が東京都心部で発見されるようなこ
とはもはや考えられないと思っていたが, 偶然の機
会に採集することができたので報告する.

1 ♀,  東京都中央区銀座 (マリオンビル前),  l6.
vii i991, 芳賀 馨採集 (写真).

コンクリート舗装の上を這っていた. 右後 節が
中間で折れているのは,  ビルの周囲に群生している
ドバトに攻撃されたためと思われる. 採集地点の周
囲には本種が生息できるような環境はなく, 街路樹
の植替え等も行われていなかった. 至近距離には京
浜東北線等の線路があるので, 鉄道で運ばれて来た
可能性が高い.

(東京都調布市, 芳資 餐)
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日本産マンマルコガネ科概説(続)
越 智 輝 雄

科の特徴
成 虫 体を自由に伸縮することができ, 完全
に球状にすることができる. 体長は10 mm以下で,
小型種で約3 mm, たいていは5 mm前後の種が多
い. PAuLIANの最近の原記 では体を球状にした時
(丸くなった時) の長さも表記し, 体長として記述し
ている. 体は極めて強く膨隆し, 一般に光沢の強い
種が多いが, つや消しの種もあり, また, 弱い金属
光沢を帯びる種から属により強い金属光沢 (銅色や
赤銅色, 緑銅色等) を帯びる種まである. 体色は一
般に黒色ないし黒かつ色の種が多い. 頭部は五角形
に形造られる. 眼は比較的小さく, 眼緑突起は,  こ
れを全く欠くものからやや発達したもの, 眼を完全
に二分するものまで段階があり, 属を分ける際に重
要視されている. 頭部上面は点刻や顆粒, 影刻を伴
うものまで多様である. 触角は9-10節で,  片状節
は3節. 口器は頭福の下に隠されるが, 頭糖に癒着
せず, 深い溝によって分離される. 上唇は明瞭で前
縁は丸められる. 大顎は基部が広く , 内側に大顎内
葉を具える. 小顎ひげは4 節からなる. 下唇は下9
基節が前縁中央で深く切れ込み, 下唇ひげは3 節か
らなる. 前 背はよく膨隆し, 概して単純に形造ら
れるが, 種により瘤や隆条を具えることもある. 上
翅は、半球状に強くふくらみ, 上面は単純に形造られ

躍26 肥2 ,

No 98 (June 1992

る種から瘤や隆起縁を具える種まである. 上翅の側
縁近くにはたいてい縦溝あるいは, 条刻溝を具え
る. 小糖板は大きく三角形. 腹部は上翅内側の奥深
くまで小さく退化し, 腹節は5 節からなり, 薄くて
スクレロチン化の程度が低い. 前脛節はやや太短
く, 外側に歯を具えることが多く,  この歯の有無や
発達の度合いが属を分ける特徴にもなっている.
中, 後脛節は幅広く, 大きく板状に広がり, 特に,
後脛節は通常, 三角形. 交尾器は基片が比較的長
く, 下方に強く曲がり側片は短いものから長くよく

発達するものまであり, たjんていの種では左右非対
称に形造られる. 後翅脈は臀脈と肘脈との間に一脈
を具え, 中脈と肘脈との連結脈は弱いが明瞭で,  こ
れを欠くものもある. 後翅は正常に発達するが, 口
本産の種では退化する. 難雄は非常に似ており, 外
部形態での区別は難しい.
幼 虫 幼虫は体が白色で, 日本産の幼虫では
頭部は黄色をしている. 体形はいわゆるジムシ型を
しており, 細長く , 体を腹側にC字状に曲げる. 頭
幅は短く, 横長である. 上唇は大きく発達して, 前
緑が粗い鋸歯状となり, 複雑に形作られる.  この上
唇前縁が粗い鋸歯状となる特徴はコガネムシ上科に
おいては際立っており, 他のコガネムシ上科の幼虫
から区別する重要な特徴であると考えられる.  上唇

' '
' S

2

1 ‘ e1 :

「

30

図 l6 ~ 31. l6, l7: トカラマンマルコガネの幼虫, 頭部; 18: サキシママンマルコガネ♀後脛節 (腹節側) ; 19: トカラマ
ンマルコガネ; 20: ミヤマクワカ'夕の触角; 21: オニツノクロツヤムシ; 22: ヒメコプスジコガネ; 23: サキシママンマ
ルコガネ: 24: センチコガネ; 25: ゴホンダイコクコガネ; 26: トカラマンマルコガネの上翅と点刻; 27: サキシママン
マルコガネ; 28: サキシママンマルコガネの複眼: 29: トカラマンマルコガネ; 30: サキシママンマルコガネの後照節
端刺; 31: サキシママンマルコガネ 交尾器.

- 5 -
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の表面はトカラマンマルコガネでは3 本の横長の
隆起縁を具えるが, 北米~南米にかけて分布する
Germarostes aphodioides (lLLIGER) では, 瘤状とな
るなど属により大きな連いが見られる. 触角は4
節. 脚の爪は正常な形で, 長い. 肛門孔は尾端の背
面寄りに位置し, 横に裂ける.  この肛門孔の位置も
他のコガネムシ上科の幼虫に比べ著しく異なってい
る. 近縁のコブスジコガネ科では幼虫の肛門孔がY
裂状をなし, また, その位置も背面寄りではなく ,
尾端近くに位置することを考えると,  コブスジコガ
ネ科とも幼虫形態に大きな連いが見られる. 発音器
については, PAUL!AN (1982) によると, 前述した
G aph()cuoidesの口器および, 後脚と中脚とに存在
することが報告されているが,  日本産の種について
は:華者はまだ検討していない.

日本産マンマルコガネの属と種
日本には次の 1 属が知られている.

Genus Madrasostes R. PAULIAN, 1975 マ ン マ ル

コガネ属 機式種: Madrasostes mgrum R.
pAULIAN, 1975 (南インド産)
現在まで東南アジアを中心に11 種が知られ,   日
本からは2 種が琉球列島に分布している. この属の
:i_な特徴として, 眼縁突起はよく発達するが完全に
限を二分するまでには至らず,  触角は10節,  体上
面の毛は単純であり,  こん棒状になることはなく ,
前脛節は外側で鋸歯状となることなどが挙げられ
る. 体の色は黒色の種が多く , 緑銅光沢や青銅光沢
を帯びる種も見られる.
日本産マンマルコガネ属の種の検索

1 (2)  眼は比較的大きく, 類はあまり横に突出せ
ず, 眼縁突起は眼の前方より 2 /3 を覆う. 上
翅は輪郭がやや四角形に近く,  4 本の縦隆は
強く , 明瞭に隆起し, 第 1 条は基部近くまで
達し,  第2 条は後方から5/6 近くまで明瞭,
第3 条は後方から2/3 近くまで明瞭, 第4
条は後方から中央近くまで明瞭. 上翅間室の
点刻は馬 形に点刻され, 点刻は密で組い.
後脛節の腹節側の面は内側の平滑部が幅広
く, 隆線で囲まれた部分は狭く,  しわ状にや
や密に点刻される. (図10, 16, 17, 19, 26)

- - - - - kaZumai OCHI, JOHKI & NAKATA
2 (1)  眼は比較的小さく, 類は横にやや広く突出

し, 眼縁突起は眼の前方より 5/7 を覆う. 上
翅は輪郭がほぼ丸く,  4 本の縦隆は弱くて,
第1 条は後方から中央まで明瞭で, そこから
不明瞭になり, 第2 条は第1 条よりも発達
し,  第 3 条は後方から 2 /3 近くまで明瞭で,
第4 条は後方から中央まで明瞭. 上翅間室の
点刻は馬 形に点刻され, 点刻は味らで, や
や小さい. 後 節の腹節側の面は内側の平滑
部が幅狭く, 隆線で囲まれた部分は広くて,
しわ状にやや疎らに点刻される. (図1,3, 18,
27, 28, 30) - - - - - - h isamats ta OcHI

1. M kaZumai OCHl, JoHKl & NAKATA,1990 トカ
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ラマンマルコ ガネ
M rasOStes ka2mnai OCHI, JOHKl & NAKATA, 1990. J'Pn.

J. Ent 58: 31-34 - 0cHl. Ent. Ret). Japan, Osaka,
45: 113-117 - TsuKAMoTo, 1991. Saikaku, Tokyo,
10: 36 - 37.
本種はトカラ列島中之島で採集された13 ♀♀を
基に記載された種であり, その後も中之島からしか
記録の追加力iない. 体は光沢のある黒色で, 頭部上
面は中心に向かって組い点刻と彫刻が渦状に配列さ
れる. 頭糖中央は前方に突出して, 鋭い一個の歯を
具える. 前胸背は全緑に二条の縁取りを具え, 側縁
は前方より 1/3 まで真直で, そこから後方にむかっ
て丸められる. 上翅はやや四角形に近い輪郭をして
おり, 4 本の発達した縦隆を具える. 後翅は小さく
退化しており, 飛行できない. は未見.

体長: 5.8~6.2 mm.
分布: 日本 ( トカラ列島中之島).

2.  M hisamatsutOcHI,1990サキシママンマルコ
ガネ
M fasostes 加sama tsm OcHl, l 990, 9n t eυ. fa n ,

Osaka, 45: 113- l l7 - TstJKAMoTo, l991. Satkaku,
Tokyo, 10: 36-37.
本種は石垣島のバンナ岳で採集された1 ♀を模式
標本として, 石垣, 西表両島から記載された種であ
る. 前種に近縁であるが, 類の突出具合や眼緑突起,
上翅の形態と表面の状態, 後 節の腹節側の表面の
状態等で明らかに区別される. 原記載の時点では,
検視標本が少なくて雌雄の区別点を挙げることがで
きなかった. は後 節端刺の下方が内側に向かっ
て明瞭に刺状となり, はやや単純な形になる (図
30).  前 節は,  ♀の方が外歯がやや強いようであ
るが確実には区別し難い. 後翅は前種同様に退化し
ている. 後翅の中脈とH寸脈との間の連結脈はよく発
達している.

体長: 5.4~6.0mm.
分布: 日本 (先島諸島石垣島, 西表島).

あと力fき 筆者は既に他の所で研究史を中心にした
マンマルコガネ科の概説をした (昆虫と自然,
1990).  その際に世界と, 東洋区の属数に誤りがあ
り, 本稿でも訂正をしておいた.  ここでは, 生態と
日本における本科甲虫の分類学的な位置付けを中心
に概説を試みた.  コガネムシ上科に含まれる科, 亜
科の位置付けについては, 議論の分かれる所である
が,  ここでは筆者らの解説した原色日本甲虫図鑑
(II) での扱いに従った.
* 後翅脈 A: 臀脈, Cu:肘脈, M: 中脈と月寸脈との連

結脈, R: 径脈, (Di: 第 l 臀脈, D2: 第2 臀
脈,  ここでは中脈と p寸脈との間の脈の本数
を示す)

謝 辞 本研究でいろいろとお世話になった愛媛大
学農学部昆虫学教室の久松定成氏, 東京農業大学民
虫学研究室の岡島秀治博士に心か ら感謝を表 し ま
す.
また, いろいろと御協力頂いた,  日本大学農獣医
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学部林学科の岩田隆太郎博士, 京都大学理学部動物
学教室の荒谷邦雄氏, 近雅博博士, 昭和女子大学家
政学部の常喜豊博士, 大阪市立自然史博物館の宮武
頼夫氏, 金沢至氏, 大妻女子大学の益本仁雄博士,
さらに, 者の友人の野村全, 松田潔, 速山雅夫,
中田隆昭, 大石久志, 加藤敦史, 伊東武の諸氏にお
礼申し上げたい. 最後に, 常日頃からご指導頂いて
いる国立科学博物館の上野俊一博士に心からお礼申
し上げます.
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◇例会報告◇
1992 年第1 回例会を3 月22 日(日)午後1 : 30
より, 東京上野・ 国立科学博物館4 階の実験講義室
で行いました. 講演は, 新里達也氏 ((株)環境指標
生物) による 「日本産カミキリ亜科の分類学的追加
知見」. 多数のスライド映写を添えて解説されたァ
メイロカミキリ類などの間題点や新知見が大方の関
心を集めました (別掲の講演要旨を参照).
今回は恩いがけずも佐々 治寛之氏 (福井大学) が
来会され, 一同の歓迎をうけました. 氏は一昨年奇
禍にあわれ, 容態が案じられていただけに元気にな
られたことは誠に喜びにたえません.
少態後の一人一話も多彩な話題で満たされ, 和や
かな 囲気のうちに午後5 :00散会いたしました.
参加者39 名 (例会担当, 笠原須磨生)
例会講演要旨
日本産ヵミキリ亜科の分類学的追加知見

新里達也 ( ( 株) 環境指標生物)
「日本産カミキリ大図鑑 (軸翅目学会編, 1984)」
出版から1992 年3 月時点までの過去8 年間に公表
された日本産カミキリ亜科の分類学上の追加知見を
整理するとともに, 現在研究中の課題を含めて, ス
ライ ドをまじえながらトピック的に解説した. な
お, 今回の話の内容の多くは, 1991~1992 年に出
版された新里の論文および 「日本産ヵ ミキリムシ検
索図説 (大林・ 佐藤・ 小島編著,  1992)」 の本文解
説をもとにしている.
おもな講演内容は次のとおりである.
・ 日本産カ ミキリ亜科の分類学上の追加知見の整理
ヒゲナガコバネカミキリ族の高次分類
・ オガサワラチャイロカミキリの帰属
・ツシマアメイロカミキリとサドチビアメイロカミ
キリの関係 (色彩変異と分布拡散)
・ 西表島から発見された 0brium piceorubrum (台
湾産) の近縁種とその分類学的位置
・ 九州から発見されたゥスモンメダカカミキリと本
種を含むョツポシメダカカミキリ種群の分布

◇第 l6 回名古屋支部会報告◇
1992 年3 月 8 日(日),  本学会名古屋支部会が愛
知県貿易館で開催された.  この会は, ほとんど毎回
招待識演をおこなっており, 今回は京都市在住の塚
本珪一氏にご講演をお願いした. また, 名古屋女子
大学の佐藤正字氏にも,  ご講演を賜わった.
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塚本珪一: フン虫の話
佐藤正孝: ロシア,  ウラジオストーク訪問談
塚本氏は, 長年研究してこられたフン虫の分類や
分布などのスライ ドをまじえての多岐にわたるお話
で, 皆興味深く拝聴した. 一方佐藤氏は, 上野俊一
博士 (国立科学博物館), 斉藤明子氏 (千葉県立中央
博物館) と一緒に, ロシア沿海州を訪れ, ウラジオ
ストー クの生物学者らと交流した時のお話や, その
周辺での採集談であった.  スライドで見ると,  コン
クリート護岸がなく, 樹木の生えた小川のほとり
で, 水生甲虫やミズギワゴミムシなどを採集してお
られた.  昭和30年以前の日本では,  どこにでも見
られた情最であり, さぞ昆虫も多かっただろう.
余談になるが, この会は各自の一人一話の時に供
覧する標本・ 文献・ 写真などを持参した人は, 参加
費を安く してあるので,  いっも3 分の2 くらいの
人々 は, 何らかの供覧物を持参している. それで話
題は豊富である.

出席者氏名 ( アイウェオ順) : 青木哲郎, 秋田勝
己, 岩崎 博, 宇津野宏樹, 太田克人, 大塚 篤,
蟹江 昇, 河路掛吾, 川瀬英夫, 岸 隆泰, 桐山
功, 佐藤正孝, 清水清市, 志水基彦, 塚本建一, 内
藤通孝, 生川展行, 長谷川道明, 伏原隆明, 穂積俊
文, 松井幸一, 村松 稔, 森部一雄, 吉富博之.

(構積記)
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国立科学博物館昆虫第1 研究室
電話 (3364) 2311, 振替束京8-401793

印刷所 (株)国際文献印刷社

昆虫学研究器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00,0,1,2,3,4,5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒150  東京都渋谷区渋谷1 丁目 7 -6
振 替 東京 (3) 21129
電 話 (03) 3409- 6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3409 - 6160

(カタログ暗呈) (株)志賀昆虫普及社

タッミの昆虫採集器具
ドイツ型標本箱木製大￥6,200, 桐合板製イン

ロ ー型標本箱中￥1,870, 送料一箱にっき都内及
第一地帯: 8 個以下￥1,300, 4 個以上￥850(以
下同様),  第2 地帯￥l,500,  ￥950,  第3地帯
￥1,700, ￥1,050, 其他, 各種器具, 針などを製作販
売しています。カタログを御請求下さい。 (￥60)

タ  ツ ミ  製作所
〒 113 東京都文京区 2 -21-25

電 話(03)3811-4547, 振替6-113479


